
※（A）　根拠とされる本人の希望、家族の要望、左記以外の言語、非言語の情報、医療・介護職からの情報、意見（十分に吟味）
（A）狭義のニーズ 入浴できない
（A）+(F)広義のニーズ 入浴できないが今までどおりに家で入浴したい

（D)社会生活を遂行
するのに困っている
状態（生活しづら
さ）（問題）の表出
と社会的必然性の一
致
入浴できない

（E)（D)生活をする
上で困った状態（問
題）に対しての意向
表出と社会的必然性
の一致

（F)（A)根拠となる情報収集の要因を探る
（なぜ,なぜ？そうなっているのか？）
具体的な目標を検討する。

（G)予後予測
自立に向けた可能性、維持、改
善の可能性、悪化の危険性、ケ
アの必要性

今までどおりに家で
入浴したい

介護者高齢である
介護者腰痛があり洗身、洗髪がつらい☞か
がむと痛みがひどい
Aさん☞洗髪、洗身に介助が必要☞片手が
上がらない☞右手の麻痺☞脳梗塞の既往

☞利き手が右手である

ADLが向上すれば、入浴ができ
る可能性があるが、麻痺側の改
善は望めない
介護者が十分な介護力が得られ
ると入浴できる可能性があるが
腰痛と、高齢で介護にはリスク
がある。
可能な限り家で過ごしたいと考
えており、家での生活継続が生
き甲斐
上記から自宅で洗身と、洗髪の
介助を受けることで自宅での入
浴が可能となる。

（A)根拠となる情報収集（確
認）情報（23項目+新たな情
報）
（B)の仮説の根拠
(身体機能、精神心理的) 社会環
境的状況
・Cさんは洗髪、洗身に一部介
助が必要（身体機能的状況）

・人と話をすることが好き（精
神心理的状況）

・自分で建て、こだわった家に
誇りをもっている。（精神心理
的状況）

・介護者は高齢で腰痛がある
（社会環境的状況）

（B)それはもしかしたら○○な
のだからかも知れない？
（D)につながる仮説

（仮説）Cさんは介助が受けら
えず入浴ができていないのでは
ないか
（仮説）歩行に問題があり移動
が困難なのではないか
（仮説）浴室で安定して座る環
境がないのではないか

（C)（A)による（B)
仮説の検証結果

Cさんは、洗髪、洗
身に一部介助が必要
であるが、介護者が
高齢で腰痛があり入
浴できていない

新たな、情

報

ならばここはどうだ

ろうか（聴き取り、

現地確認

狭義のニーズ

広義のニーズ

活動の目標を検討する為に、生活を

する上で、困った状態の背景要因

（根拠情報の詳細）を論理的に掘り

下げる

アセスメント情報（標準項目は必ず網羅する）しつつ、本人の希望、家族の

要望、左記以外の言語、非言語の情報、医療・介護職からの情報、意見（十

分に吟味）をもとに、仮説を立て多様な源から情報収集することで仮説を検

証していく。（蓄積）

仮説の検証をしながら更に必要な

情報はなにか？

伝えるべきことは何か？を判断し、

情報分析を繰り返すことで利用者

の見えている世界、置かれている

状況を理解しフィードバック

仮説証明

仮説消去


